
『眠っているジェンベ』寄贈プロジェクトのご報告と
お礼 

先日、鹿児島県曽於市中谷小学校の児童たちへ、

【ジェンベ(西アフリカの太鼓)寄贈プロジェクト】を実施し、

無事目標台数を越える寄贈の申し出をいただき、第一弾を贈呈いたしました。

快く呼びかけに応じて、寄贈してくださった皆様、情報のシェアをしてくださった
皆様、いろんな形でご協力くださった皆様へ、心より感謝申し上げます。


＊＊＊＊＊＊＊＊

◎経緯

6月下旬のある日、鹿児島県のとある小学校教員の方からメッセージをいただきま
した。

そこには『自分たちでも手に入れられる価格のジェンベを購入する手段を探してい
ます』という内容と、児童のお手紙が添付されていました。


それはギニア大使に宛てたお手紙で、児童たちがあこがれと希望を持って、ジェン
ベに対する想いを綴ったもので、これは当協会として是非とも力になりたいと思っ
たのがはじまりです。


教員の方から詳しくお聞きすると、予算もかなり限られていて、

安価な太鼓だとしても希望台数を購入するのは難しそうだと感じました。

そこで、安く購入するという考えはやめていただき、

『おうちに眠っているジェンベを寄贈していただけませんか？』

と呼びかけるのが一番実現可能なのでは？と思い、SNSで告知をスタート。

このプロジェクトの始動となりました。


いろんな事情で眠ってるジェンベを、

手放したい人、どこかで使ってもらえるならそれが嬉しいという人、

いろんなケースがありました。

そしてありがたいことに、思った以上に台数が集まり、

小学校の児童数が限られているため、必要以上の台数は丁重にお断りさせていただ
くことにし、感謝の気持ちをお伝えしました。




ジェンベの状態を確認したり、梱包の方法や、送料のやり取り、送り先・送り元の
記載事項などの確認・調整を、当協会が担当し、学校との橋渡しをさせていただき
ました。


第一弾のジェンベとドゥンドゥンセットは夏休み前に無事小学校に届き、

子供たちは日々それらを演奏して、元気いっぱい練習に励んでいます。

動画、写真も送っていただきました。


今回の寄贈ジェンベの中には、皮の破れたジェンベの張り替え代をご負担くださっ
た方もおられたり、

またお仕事としてジェンベを扱っておられるお店の方が、

他の方の破れたジェンベの張り替えを無償でやってくださるというご提案もあり、

皆さんの善意と、児童たちへの応援の気持ちが、

本当に温かいムーブメントとなりました。

これから彼ら、彼女らの活躍が大いに楽しみです！


◎寄贈したのはこちら

鹿児島県曽於市中谷小学校

http://www12.synapse.ne.jp/nakatani/


詳細>>

◆第一弾として発送済み

関東から

●ドゥンドゥンセット(筒太鼓・大中小３台)

●ジェンベ4台(別々の方から)


信越から

●ジェンベ1台　ケース付


◆第二弾として8月下旬に発送するもの


http://www12.synapse.ne.jp/nakatani/


中国地方から
ジェンベ 1台

関西から
ジェンベ 2台

東海から　
ジェンベ 1台

＊＊＊＊＊＊＊＊

児童たちとジェンベ＆ドゥンドゥン



直筆お手紙全6枚
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	ジェンベ寄贈プロジェクトP4
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